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体系図
生態系に配慮した公園・緑地・水辺等空間の整備・管理
地域特性に合った良好な市街地整備
個性ある公共空間・歴史環境の形成と保全
快適な生活環境を目指した下水道整備の推進
土地利用・生活環境に配慮した道路整備
安全性と快適性を兼ね備えた河川・排水路整備
水需要に応じた水道事業の展開
利便性と快適性を重視した公共交通機関の整備充実
豊かで美しい生活環境の創造
環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり
自然災害・都市災害への備えと予防
日常生活での安全性と快適性の確保
賢い消費者の育成
市民の主体的連帯活動に支えられたコミュニティの推進
いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進
個性を生かす教育環境の基盤充実
次代を担う青少年を育てる地域環境づくり
ながれやま市民文化の継承と醸成
スポーツ活動の基盤づくり
国際社会への対応
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３節 学び、受け継がれ、進展する流山

（教育・文化の充実向上）

１節 整備・開発と自然環境のバランス

がとれた流山（都市基盤の整備）

２節 生活の豊かさを実感できる流山

（生活環境の整備）

国際社会への対応
安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり
高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり
誰もが安心して暮らすことのできる生活支援づくり
健康で明るい暮らしづくり
地域で支える福祉のまちづくり
バリアフリーのまちづくり
誰もが安心して利用できる社会サービス体制づくり
商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化
工業の強化と新たな産業の創造
誰もが安心して働ける環境・基盤づくり
多様な方面からの農業の振興
特色ある観光の育成と創設
市民参加の地域社会づくり
健全で効率的な行財政運営
地方分権・広域行政への取組
男女共同参画社会づくり
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３節 学び、受け継がれ、進展する流山

（教育・文化の充実向上）

１節 整備・開発と自然環境のバランス

がとれた流山（都市基盤の整備）

２節 生活の豊かさを実感できる流山

（生活環境の整備）

５節 賑わいと活気に満ちた流山

（産業の振興）

４節 誰もが充実した生涯をおくること

のできる流山（市民福祉の充実）

施策の推進方策

公・民パートナーシップによる構想

実現と効率的、効果的行財政運営

（行政の充実）
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１節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山　（都市基盤の整備）

　１項　生態系に配慮した公園・緑地・水辺等空間の整備・管理 単位：千円

新継 予算

区分 区分

新市街地地区公園施設新設事業

みどりの課

新市街地地区内の良好な環境形成に必要な公園面積の確保を図るため、市野谷の森東近隣公園(3ha)の
内、法定面積を超える公園用地(1.9ha)の取得相当額を公共管理者負担金として負担する。

継続 政策 311,106 311,106 中部

既成市街地地区公園施設新設事業

みどりの課

既成市街地の公園緑地の整備工事を実施する。前年度に引き続き三輪野山近隣公園の整備充実を図り、憩
いと安らぎの場を提供する。

継続 政策 10,000 5,000 中部

県立市野谷の森公園施設新設事業

みどりの課

千葉県が県立公園としてオオタカが生息する樹林の保全整備を図る事業に対し、その事業費の一部を流山
市が負担金として支出するものである。

継続 政策 44,376 61,008 中部

街路樹整備事業

みどりの課

緑の景観を保ち、緑陰を提供する江戸川台地域をはじめとする街路樹の補植及び剪定を実施する。

継続 政策 7,000 2,000 全域

市民の森整備事業

みどりの課

土地所有者から借り受けた民有林を市民に開放するために支障のないように整備保全する。向小金ふれあ
い公園の用地測量及び市内１７箇所の市民の森のうち、補修を必要とする施設について事業を実施する。

継続 政策 8,600 1,000 全域

遊具施設等安全対策事業

みどりの課

野々下水辺公園の再整備をはじめとして、既設の公園緑地等の遊具等の公園施設について補修改良、不足
している施設等の補充を図る。

継続 政策 33,529 28,000 全域

緑の啓発事業

みどりの課

ＣＯ2吸収源として民間緑地を増加させるためにグリーンチェーン認定を行うとともに、認定者に対して
緑化講習会を開催し、緑化の意識の向上を図る。また、地区花壇の設置や地域ボランティアによる緑化を
推進するために市民参加型の緑づくりの普及・啓発を促進する。 継続 政策 488 64 全域

　２項　地域特性に合った良好な市街地整備
新継 予算

区分 区分

西平井・鰭ヶ崎地区土地区画整理事業

西平井・鰭ヶ崎地区

土地区画整理事務所

「大都市地域における宅地開発及び鉄道整備の一体的推進に関する特別措置法」に基づき、当地域の既存
緑地を活用した良好な居住環境を有する住宅地として整備し、公共施設の整備改善と共に宅地の利用増進
を図る。 継続 政策 1,523,148 1,928,719 南部

運動公園周辺地区一体型特定土地区画整理国費対象
市負担事業

まちづくり推進課

県との費用負担協定に基づき、運動公園周辺地区一体型特定土地区画整理事業に係る国費対象事業費を負
担し、事業の推進を図る。

継続 政策 281,975 217,250
南部
東部

運動公園周辺地区一体型特定土地区画整理単独費負
担事業

まちづくり推進課

県との費用負担協定に基づき、運動公園周辺地区一体型特定土地区画整理事業に係る単独費を負担し、事
業の推進を図る。

継続 政策 181,601 175,489
南部
東部

木地区一体型特定土地区画整理国費対象市負担事業

まちづくり推進課

県との費用負担協定に基づき、木地区一体型特定土地区画整理事業に係る国費対象事業費を負担し、事業
の推進を図る。

継続 政策 167,000 196,250 南部

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額
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新継 予算

区分 区分

木地区一体型特定土地区画整理単独費負担事業

まちづくり推進課

県との費用負担協定に基づき、木地区一体型特定土地区画整理事業に係る単独費を負担し、事業の推進を
図る。

継続 政策 100 25 南部

運河駅東口周辺市街地整備事業

まちづくり推進課

用地及び補償費の未契約者等の用地交渉を進めるとともに雨水排水整備を行う。

継続 政策 20,337 458,938 北部

流山グリーンチェーン戦略推進事業

みどりの課

つくばエクスプレス沿線整備区域内の「熱環境現況観測調査」を継続して実施するほか、「流山グリーン
チェーン戦略」の普及・啓発を図るため、市民や住宅事業者などを対象とした各種セミナーなどを開催す
る。 継続 政策 4,466 5,000 全域

　４項　快適な生活環境を目指した下水道整備の推進
新継 予算

区分 区分

江戸川左岸流域関連公共下水道整備事業

下水道建設課

既成市街地の下水道整備区域の拡大を図ることで、快適な生活環境を提供するとともに、健全な街の形成
を推進する。
【平成２２年度整備概要】・整備区域（東深井、江戸川台西３丁目、西初石２・４丁目、平和台４丁目、
野々下３・５丁目、名都借、松ヶ丘４丁目、西松ヶ丘１丁目、向小金１・２丁目）

継続 政策 915,205 958,810 全域

手賀沼流域関連公共下水道整備事業

下水道建設課

既成市街地の下水道整備区域の拡大を図ることで、快適な生活環境を提供するとともに、健全な街の形成
を推進する。
【平成２２年度整備概要】・整備区域（東初石３丁目、駒木） 継続 政策 371,350 263,550 中部

新東谷調整池整備事業

河川課

南流山地区の浸水被害解消を図るため、公共下水道雨水計画に基づき新東谷市有地内に雨水調整池を整備
する。（整備面積Ａ＝約9,200㎡　平成２１・２２年度の２か年継続事業）
【平成２２年度整備概要】・調整池整備工事・植栽工事 継続 政策 211,790 518,360 南部

　５項　土地利用・生活環境に配慮した道路整備
新継 予算

区分 区分

市道東深井・市野谷２号幹線道路新設事業

道路建設課

流山おおたかの森駅と北部地域の交通の円滑化を図るため、常磐自動車道北側から江戸川台２０号公園ま
での未整備区間延長５１０ｍについて、幅員１２ｍで平成１９年度から事業を進めている。
平成２２年度は引き続き用地取得を進めると共に、道路整備を実施する。 継続 政策 178,217 149,483 中部

都市計画道路３・３・２８号中駒木線道路改良事業

道路建設課

県道豊四季停車場高田原線から流山おおたかの森駅へのアクセス道路として、延長１４６ｍ区間を幅員
１８～１９ｍで、１８年度から事業を進めているところである。
平成２２年度は、引き続き用地取得を進める。 継続 政策 91,913 94,180 中部

東武野田線２０１号踏切拡幅事業

道路建設課

幅員が５ｍと狭く、地元から歩行者等の横断中の安全性向上要望が高い踏切について、６．５ｍに拡幅す
る。
平成２２年度は拡幅のための設計を実施し、江戸川台西地区のまちづくり交付金対象事業に組み入れてい
く予定である。

新規 政策 5,124 0 北部

道路維持補修事業

道路管理課

市道における歩行者及び通行車両等、道路利用者の安全性と快適性の確保並びに道路交通環境の向上を図
るため、道路の舗装劣化区間や破損箇所等の舗装補修等による適切な維持補修を実施する。

継続 政策 200,000 200,000 全域

地域区分

事業の名称 事業の内容

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

地域区分予算額 前年度予算額

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額 地域区分
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　６項　安全性と快適性を兼ね備えた河川・排水路整備
新継 予算

区分 区分

準用河川神明堀改修事業

河川課

南流山地区の浸水解消を図るため、準用河川神明堀の河道改修工事を実施し、流域内の浸水被害を防ぐも
のである。平成２２年度にて全区間整備完了予定。
【平成２２年度整備概要】
工事延長L=227.3m　河床掘削工事・床打工事L=227.3m

継続 政策 160,093 148,000 南部

準用河川宮園調整池整備事業

河川課

既設鋼矢板の老朽化に伴い、護岸の安全性を第一に考慮した整備や、自然環境に配慮した整備や水質浄化
を目的とし、事業を実施するものである。（平成２１・２２年度継続事業）
【平成２２年度整備概要】
・修景整備工事・浄化施設整備工事・護岸整備工事

継続 政策 68,001 50,400 南部

大堀川防災調節池河川環境用水整備事業

河川課

北千葉導水路からの河川環境用水を一級河川大堀川の最上流まで延伸することにより、河川の水量及び良
好な水質等を保持し、河川環境の改善を図る。（平成２２・２３年度継続事業）　全体整備延長
L=1,500m
【平成２２年度整備概要】
管渠布設工事（φ600～700）L=1,000m　人孔築造工事　11箇所

新規 政策 182,000 0 北部

大堀川防災調節池修景整備事業

河川課

河川環境用水整備に併せ、調節池周囲及び調節池内通路等の修景整備を行い、水辺活動やコミュニティの
場としての利用に配慮した地域の核となる拠点整備を実施する。（平成２２・２３・２４年度継続事業）
【平成２２年度整備概要】
・施設工事（安全柵・フェンス等）・植栽工事（低・中・高木等）

新規 政策 76,000 0 北部

三輪野山地区総合治水対策事業

河川課

和田堀樋管増設に係る調査検討及び流山排水機場運転マニュアル作成等を実施しているが、排水ポンプの
適正運転には、都市下水路の水位観測等を行う必要があることから、平成２２年度では、水位計設置工事
等を行う。 継続 政策 15,000 6,000 中部

地区内雨水整備事業

河川課

つくばエクスプレス沿線土地区画整理事業の進捗に合わせ、雨水管渠を整備する。
【平成２２年度整備概要】・整備区域（新市街地、運動公園周辺地区、西平井・鰭ヶ崎、木地区）
　　　　　　　　　　　　・管渠布設　L=5,464ｍ 継続 政策 361,000 422,300

中部
南部
東部

野々下1号雨水幹線整備事業

河川課

野々下周辺地区の浸水被害解消を図るため、公共下水道雨水計画に基づき、野々下１号雨水幹線を整備す
る。(全体延長Ｌ＝964ｍ　平成２１～平成２５年度の５か年継続事業)
【平成２２年度整備概要】・管渠布設　L=258ｍ 継続 政策 234,400 116,280 東部

　７項　水需要に応じた水道事業の展開
新継 予算

区分 区分

江戸川台浄水場更新事業

工務課

老朽化が進んでいる江戸川台浄水場の配水池などを更新をする。撤去1,300m3２基、新設5000m3（平成１９
年度～２４年度継続事業）

継続 政策 812,645 31,600 北部

ＴＸ沿線整備地区配水管拡張事業

工務課

つくばエクスプレス沿線整備事業区域内に安全な水を安定して供給するため、配水管拡張工事を実施す
る。延長22,275ｍ

継続 政策 796,715 703,462
中部
南部
東部

　８項　利便性と快適性を重視した公共交通機関の整備充実
新継 予算

区分 区分

ぐりーんバス運行事業

都市計画課

駅と周辺市街地を結び、利便性の向上に資するため、現在、市内５ルートで運行している。
平成２２年３月には野々下・八木南団地循環ルートを新規導入する。
平成２２年度は、向小金・前ヶ崎地域に平成２３年３月を目途に導入する予定。 継続 政策 30,741 40,187 全域

地域区分予算額 前年度予算額

地域区分

事業の名称 事業の内容

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額 地域区分
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２節　生活の豊かさを実感できる流山　（生活環境の整備）

　１項　豊かで美しい生活環境の創造 単位：千円

新継 予算

区分 区分

緑のカーテンモデル事業

環境政策課

緑のカーテン作りに協力する自治会等にゴーヤの苗を無償で提供し、みどりのカーテンの普及を図り、二
酸化炭素（CO2）の削減対策を促進する。

継続 政策 996 1,000 全域

地球温暖化対策実行計画推進事業

環境政策課

平成２１年度に策定した地球温暖化対策実行計画に基づき、市域の（CO2）削減を図るために、(1)公用自

転車の利用促進(2)環境家計簿コンテスト等の実施により環境家計簿の普及を図る。
新規 政策 571 0 全域

生物多様性地域戦略推進事業

環境政策課

生物多様性基本法に基づき平成２１年度に策定した生物多様性ながれやま戦略に基づく施策・取組を推進
するため、(1)平成２２年度は生物多様性国際年及び生物多様性条約締結国会議（COP10）が開催されるこ
とから、本市においても生物多様性シンポジウムを開催する。
(2)モニタリング調査を実施するための調査手法や調査データの管理等に関するマニュアルの作成を委託
する。

新規 政策 3,399 0 全域

地球温暖化対策奨励事業

環境政策課

市域全体のCO2排出量を削減するため、市内の住宅に１年以上居住し、太陽光発電設備を市内業者から購

入・設置した市民に対して、奨励金を交付する。
新規 政策 5,000 10,000 全域

庁舎太陽光発電設備設置事業

財産活用課

地球環境が懸念される今日、CO2排出量の削減が求められ、本市でも「ストップ温暖化！市役所アクション

プログラム」により、様々な取組みを庁内で実施しており、さらに市域全体への環境対策の啓発を図るた
め、市が率先して新第２庁舎に千葉県地域グリーンニューディール基金を活用し、太陽光発電設備を設置
するものである。

新規 政策 15,000 0 南部

電気自動車借上事業

環境政策課

電気自動車を公用車として計画的に導入し、その環境性能や利便性をPRし、多くの市民及び事業者にも導
入していただき、地球温暖化防止対策に寄与することとしている。

新規 政策 723 0 全域

　２項　環境共生社会を目指す廃棄物循環型都市づくり
新継 予算

区分 区分

レジ袋削減啓発事業

リサイクル推進課

ごみの減量・資源の有効活用を目的として、買物時のレジ袋辞退者にポイントを付与する「ノーレジ袋推
進事業」（流山商工会議所が実施主体）を側面から支援するため、ポイント還元分の一部を市が助成する
ものである。 新規 政策 500 0 全域

剪定枝資源化施設運営事業

リサイクル推進課

汚泥再生処理センター剪定枝資源化施設の円滑な管理、運営を行い、市内で発生する剪定枝から堆肥や
チップを生成し、これを市民に提供し、緑のリサイクルを促進し、循環型社会の構築を図る。

新規 経常 7,000 0 全域

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額 地域区分

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

－ 4 －
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　３項　自然災害・都市災害への備えと予防
新継 予算

区分 区分

防災行政無線更新事業

安心安全課

防災行政無線の老朽化により、災害時の情報連絡体制に支障が生じる恐れがあることから、既存の子局に
ついて随時、デジタル化を視野に入れ更新を図るもの。

継続 政策 26,250 0 全域

防災行政無線子局増設事業

安心安全課

災害時の情報連絡体制を確保するため、防災行政無線子局を２局（流山おおたかの森駅北側9号街区公園
及び流山市生涯学習センター予定）増設するもの。

継続 政策 6,451 0 中部

避難場所案内板等整備事業

安心安全課

災害が発生した場合、住民が安全に避難できるよう的確な誘導と避難場所の周知のため、案内板等の整備
を行う。平成２２年度は、市内避難場所５２箇所の案内板を更新する。

継続 政策 2,511 599 全域

防災備蓄倉庫設置事業

安心安全課

防災体制の一層の充実を図るため、防災用備蓄品を地域性を考慮しながら避難場所である小中学校を中心
に分散配備するとともに、防災備蓄倉庫を年次計画により設置するもの。
平成２２年度は、西深井小学校、流山北小学校の２か所に設置予定。 継続 政策 5,926 4,402 中部

消防団機械器具置場建設事業

消防総務課

昭和４８年に建設され経年による老朽化の激しい第２２分団機械器具置場の解体、建設及び区画整理によ
り、仮設機械器具置場であった第１７分団の機械器具置場を移転地に建設するもの。

継続 政策 25,153 13,500
北部
東部

消防団消防ポンプ自動車整備事業

消防防災課

消防団第７分団の消防ポンプ自動車は、平成６年１１月の配置後１５年が経過し、老朽化によるポンプ性
能の低下とＮＯＸ・ＰＭ法の排気ガス規制により車両の更新整備を図るもの。

継続 政策 15,350 15,362 南部

　４項　日常生活での安全性と快適性の確保
新継 予算

区分 区分

防犯灯設置費補助事業

安心安全課

自治会が設置及び交換する防犯灯の費用の一部を補助することにより、夜間における市民の安全確保と犯
罪発生の防止を図る。

継続 政策 13,020 13,000 全域

安心安全支援事業

安心安全課

自主防犯意識の高揚と安心安全で暮らせる地域社会づくりのため、地域で活動している自主防犯パトロー
ル隊（50団体64自治会）及び市民安全パトロール隊（78名）への支援を行うとともに犯罪に関する情報の
共有を図る目的で携帯電話を利用した安心メール（登録者数9,814名）で情報の提供を行う。 継続 政策 4,295 2,600 全域

　６項　市民の主体的連帯活動に支えられたコミュニティの推進
新継 予算

区分 区分

全市コミュニティ推進事業

コミュニティ課

新たな地域コミュニティの構築を図るため設置する「地域まちづくり協議会」を支援・推進するため、
「全市コミュニティ推進委員会」を組織し、地域の課題は地域で解決する市民自治を支援するもの。

継続 政策 360 342 全域

地域まちづくり協議会設置事業

コミュニティ課

小学校区を単位として、自治会、ＮＰＯ、地区社協などの団体及び個人で構成する「地域まちづくり協議
会」をモデル的に設置し、地域の課題について協議、協働して地域で解決を図っていく市民自治を推進す
る。 新規 政策 1,000 0 全域

自治会活動助成事業

コミュニティ課

自治会館維持管理費補助金及び名都野自治会他５自治会の自治会館大規模修繕費補助をするもの。

継続 経常 22,082 22,665 全域

事業の名称 事業の内容 地域区分予算額 前年度予算額

地域区分予算額 前年度予算額

地域区分

事業の名称 事業の内容

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額
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３節　学び、受け継がれ、進展する流山　（教育・文化の充実向上）

　１項　いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進 単位：千円

新継 予算

区分 区分

生涯学習センター整備充実事業

生涯学習課

平成２１年度に音響設備の更新を実施したのに続き、平成２２年度には老朽化した多目的ホール照明設備
を改修するほか、消防設備の不良個所を改善し、利用者の利便性の向上と安全確保を図る。

継続 政策 25,945 4,000 東部

文化会館耐震改修事業

公民館

流山市文化会館の耐震補強改修及び空調設備改修を平成２２年度から２３年度までの２か年継続事業で行
い、快適で安全な環境を確保する。

新規 政策 62,699 0 南部

東部地域図書館建設事業

図書・博物館

東部地域に東部分館に代わる東部地域図書館を東部出張所との複合施設として新設する。平成２２年度に
基本設計及び実施設計、平成２３年度に建設を行い、平成２４年４月に開館を予定する。

新規 政策 10,290 0 東部

　２項　個性を生かす教育環境の基盤充実
新継 予算

区分 区分

幼稚園学校建物耐震改修事業

教育総務課

学校建物耐震補強計画に基づき、学校建物の耐震補強工事を実施するもの。
平成２２年度工事：江戸川台幼園舎

継続 政策 62,393 5,000 北部

小学校学校建物耐震改修事業

教育総務課

学校建物耐震補強計画に基づき、学校建物の耐震補強工事や耐震補強設計を実施するもの。
平成２２年度工事：長崎小校舎
平成２２年度設計：西初石小屋体・長崎小屋体・東小屋体 継続 政策 180,333 470,132

中部
東部

中学校学校建物耐震改修事業

教育総務課

学校建物耐震補強計画に基づき、学校建物の耐震補強工事を実施するもの。
平成２２年度工事：南部中校舎

継続 政策 351,019 15,477 南部

小学校大規模改造事業

教育総務課

校舎等の大規模改造工事を実施するもの。平成２３年度までは学校建物耐震補強計画に位置付けた耐震補
強工事及び耐震補強設計を実施。
平成２２年度工事：東小校舎・流山北小校舎・八木北小校舎
平成２２年度設計：向小金小屋体、鰭ヶ崎小屋体

継続 政策 945,717 578,477
中部
南部
東部

中学校大規模改造事業

教育総務課

校舎等の大規模改造工事を実施するもの。平成２３年度までは学校建物耐震補強計画に位置付けた耐震補
強工事及び耐震補強設計を実施。
平成２２年度工事：東深井中校舎・常盤松中校舎
平成２２年度設計：八木中配膳室

継続 政策 515,559 413,183
北部
中部
東部

学校サポート看護師派遣事業

学校教育課

小中学校の児童生徒の健康管理及び保健教育の向上を図るため、市域を４地区に分け、各地区の小学校１
校、中学校１校へ各１名　合計８人の看護師を配置する。また、特別に看護を要する小学新１年生の入学
に合せて１名の看護師を配置する。 継続 政策 13,189 10,730 全域

小学校英語活動推進事業

指導課

小学校における英語活動の充実及び国際理解教育の推進を目的とし、語学に堪能で外国文化に精通した人
材を小学校に派遣することにより教育内容の充実を図る。また、英語活動指導員スーパーパイザーを２名
雇用することにより、英語活動のレベルの更なる向上を図る。 継続 政策 12,417 8,157 全域

子どもたちの米づくり体験モデル事業

指導課

小学校において、米づくりを通して、生産者の工夫や苦心を知り、さらには流山の農業に関心を持てるよ
うにする。また、食べ物を大切にする心を育成するため、モデル校を５校選定し体験活動を行っていく。

新規 政策 200 0 全域

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額 地域区分

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額 地域区分
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　４項　ながれやま市民文化の継承と醸成
新継 予算

区分 区分

文化財保護推進事業

図書・博物館

市指定文化財等の保存又は修理等に要する費用の一部を補助し、文化財を永く良好な状態で保存を図り、
文化を継承する。なお、平成２２年度は、これまでの無形文化財の保存等に要する経費への補助に加え
て、あらたに有形文化財の修理等に要する経費への補助も実施する予定。 継続 経常 2,354 2,082 全域

　５項　スポーツ活動の基盤づくり
新継 予算

区分 区分

スポーツフィールド整備事業

生涯学習課

北千葉広域水道企業団用地を借用し、多目的広場として整備した「おおたかの森スポーツフィールド」を
平成２２年４月から一般開放することに伴い、受付、申請許可事務及び草刈、グラウンド整備等の管理運
営業務を委託する。 継続 政策 5,089 76,089 中部

民間活力を導入した体育館建替事業

誘致推進課

老朽化した現在の市民総合体育館の建替えについて、民間活力を導入した整備手法を検討するための調査
業務を委託するものである。

新規 政策 15,000 0 東部

　６項　国際社会への対応
新継 予算

区分 区分

国際交流事業

企画政策課

流山市国際交流協会の自立を支援するために、事務局を市役所以外に置き、自立した事務所の運営を行え
るよう、事務局移管経費として補助金６０万円を増額する。
協会が自立し、国際施策事業について市と適切な役割分担のもとに、専門性と機動性を発揮した活動を促
進することで、協会自体の活性化、市の国際化施策を推進するものである。

継続 経常 1,087 679 全域

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額
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４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山　（市民福祉の充実）

　１項　安心して子どもが健やかに生まれ育つ環境づくり 単位：千円

新継 予算

区分 区分

子ども医療費助成事業

子ども家庭課

乳幼児及び児童の医療費を助成する事業。なお、平成２２年８月から通院費の助成について、対象を小学
校就学前から小学校３年生までに拡大するもの。
通院：小学校３年生までの乳幼児（所得制限なし）・児童（所得制限あり）
入院：小学校６年生までの乳幼児・児童（所得制限なし）

継続 経常 287,844 259,256 全域

子ども手当支給事業

子ども家庭課

次代の社会を担う子ども一人ひとりの育ちを社会全体で応援することを目的として、平成２２年４月から
施行される事業。
中学校３年生までの児童を対象に一人につき月額13,000円を支給するもの。（所得制限なし） 新規 経常 2,569,257 0 全域

私立保育所整備補助事業

保育課

安心こども基金を活用し、初石地区（上新宿：若葉台隣接地）・南流山地区（南流山１丁目）の民設民営
による保育所の新設、更にはかやの木保育園の増改築に対し、建設費の一部を補助することにより、待機
児童の解消を図ることを目的とした事業。 継続 経常 339,440 104,715

南部
中部

保育所改修事業

保育課

公立保育所の修繕工事等を行なう事業。平成２２年度には向小金保育所と東深井保育所の床等の補修を予
定している。

継続 政策 6,420 1,200
東部
北部

保育所施設耐震改修事業

保育課

平成２０年度・２１年度に行った保育所耐震診断事業により耐震改修が必要と診断結果が出た保育所は改
修する施設と民設民営へと移行する施設に整理する。平成２２年度は、改修する施設の設計業務委託を予
定している。 新規 政策 3,837 0 北部

学童クラブ施設整備事業

保育課

「学童クラブ設置に関する基本方針」に基づき、更には、７０名を超える大規模学童クラブを解消するた
めに、流山北小学校区学童クラブを移設（新たな施設として整備）する事業。

継続 政策 66,337 29,000 南部

　２項　高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり
新継 予算

区分 区分

介護ヘルパー養成講座助成事業

高齢者生きがい推進課

高齢者の就労を支援するため、厚生労働省が認定したホームヘルパー２級の資格取得講座を受講するため
に要した費用の一部を助成することで、高齢者の社会参加を促進するとともに、生きがいの推進に寄与す
る。平成２２年度においては、５９歳以上の市民を対象に、４０名程度の助成を見込んでいる。 新規 政策 1,950 0 全域

老人福祉センター耐震補強事業

高齢者生きがい推進課

平成２０年度に耐震診断を実施したところ、超音波検査において耐震性が満足できないことから、平成２
３年度耐震補強工事を行うに当たり、平成２２年度に工事設計業務を委託するものである。

新規 政策 3,465 0 北部

高齢者ふれあいの家支援事業

高齢者生きがい推進課

民家等を利用して、地域の高齢者が自由に集まり、趣味や教養講座を開催する団体等を支援するもの。高
齢者ふれあいの家を増設することで、閉じこもりがちな高齢者の生きがいの推進に寄与する。
現在北部地区に３か所、中部地区に１か所設置しており、本年２月にさらに中部地区に１か所開設したと
ころである。平成２２年度には公共施設の指定管理者の協力により、南部地区と中部地区にそれぞれ１か
所設置する予定しているほか、市内全域に配置できるよう「ふれあいの家」を開設しようとする団体等の
支援を図っていく。

継続 政策 725 250 全域

障害者地域生活支援事業

障害者支援課

障害者が地域での自立した生活を支援するため、相談支援、日中一時支援、移動支援、日常生活用具給
付、コミュニケーション支援、地域活動支援センター事業等を行う。

継続 政策 107,502 89,044 全域

精神障害者入院医療費助成事業

障害者支援課

精神疾患のため入院療養している精神障害者又はその保護者に対して、入院医療費の一部を助成すること
により、その世帯の経済的負担を軽減し、精神障害者等の福祉の増進を図る。

新規 政策 2,000 0 全域

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額
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　３項　誰もが安心して暮らすことのできる生活支援づくり
新継 予算

区分 区分

生活保護法等に基づく扶助事業

社会福祉課

生活保護法に基づく各種扶助事業（生活・住宅・教育・医療・出産・生業・葬祭・介護・施設事務費）平
成２１年１２月１日現在　726世帯、1,099人（6.80パーミル）

継続 経常 1,825,577 1,376,998 全域

　４項　健康で明るい暮らしづくり
新継 予算

区分 区分

中高年ヘルスアップ事業

健康増進課

国保加入者以外の３０歳～６４歳までの市民を対象に、科学的根拠に基づいた個別の運動、栄養プログラ
ムを実施し、生活習慣の改善やメタボリックシンドロームを予防するとともに、体力年齢の若返りと市民
の健康づくりを目指す。 継続 政策 7,010 17,493 全域

国保ヘルスアップ事業

国保年金課

３０歳以上の国保加入者を対象に、科学的根拠に基づいた個別の運動、栄養プログラムを実施し、生活習
慣の改善やメタボリックシンドロームを予防するとともに、体力年齢の若返りと市民の健康づくりを目指
す。 継続 政策 10,040 22,247 全域

高齢者ヘルスアップ事業

高齢者生きがい推進課

国保加入者以外の６５歳以上の市民を対象に、個別の運動、栄養プログラムを実施し、生活習慣の改善や
メタボリック症候群を予防するとともに、体力年齢の若返りを図り、高齢者の健康づくりを目指す。

継続 政策 1,896 3,054 全域

健康づくり支援事業

健康増進課

健康寿命の延伸を目的とし、喫煙の健康影響及び受動喫煙防止に関する知識の普及啓発、食育の推進を図
るための事業を実施する。｢たばこに関するアンケート｣を実施し、市民の意識調査を行い、受動喫煙防止
対策推進の資料とする。 継続 政策 2,405 1,662 全域

健康増進事業

健康増進課

市民の健康習慣病の早期発見と健康保持のため、各種がん検診の実施及び成人老人の健康保持のための教
育、相談、指導を実施する。
また、これまで実施してきた「ふれあいお風呂の日」に代わり、平成２２年度からは、70歳以上の高齢者
を対象に「コミュニティ銭湯」を新たに実施し、指定公衆浴場を利用した住民のふれあいの促進、相互理
解を深めることによる市民の連携意識の高揚、地域コミュニティの強化を図り、健康の増進に寄与する。

継続 経常 235,348 302,512 全域

　６項　バリアフリーのまちづくり
新継 予算

区分 区分

オストメイト対応トイレ設備整備事業

障害者支援課

オストメイトの方に配慮したトイレを初石公民館及び北部公民館に整備し、内部障害者の施設利用を支援
する。

新規 政策 1,759 0 全域

地域区分

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

地域区分
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５節　賑わいと活気に満ちた流山　（産業の振興）

　１項　商業の拠点づくりと地域密着型サービスの強化 単位：千円

新継 予算

区分 区分

経済活動の創出・産学官連携の推進事業

マーケティング課

情報発信、ＰＲ、広告宣伝ツールなど様々な手法を用いて、市の知名度、イメージアップにつながる住民
誘致、シティセールス活動を実施する。流山グリーンフェスティバル、森のマルシェなどのイベント手法
を使った市のＰＲ活動や、首都圏駅への大型広告掲載などの広告宣伝などを実施していく。 継続 政策 27,563 26,427 全域

ポイントカードシステム支援事業

商工課

市内商業等の振興及び商圏の確保・確立を図るとともに、消費者の利便性向上に資するため、全市共通の
ポイントカードシステム構築を支援する。ポイントカード加盟店における商品購入時のポイント付与のほ
か、リサイクル推進課が行うレジ袋辞退者へのポイント付与（レジ袋削減啓発事業）などの行政ポイント
機能を加えたシステムを構築する。

継続 政策 20,000 350 全域

　３項　誰もが安心して働ける環境・基盤づくり
新継 予算

区分 区分

就労支援セミナー企画運営事業

商工課

国の緊急雇用対策として、千葉県「緊急雇用創出事業臨時特例基金」を活用し、ジョブサポート流山(地
域職業相談室)来訪者の総合案内や年齢層に即した就労支援セミナー等を開催し、安定した雇用を促進す
る。 新規 政策 2,135 0 全域

　４項　多様な方面からの農業の振興
新継 予算

区分 区分

米飯給食における地産地消推進事業

農政課

地産地消の普及・定着をめざして、米の生産の拡大を図り、共選米価格と自主流通米価格との差額を助成
し、農家の安定した所得の向上を図るとともに、水田農業の保全を図る。
また、市内小中学校の給食に流山産米を通年供給し、児童生徒に食への関心を深めるとともに、流山産米
の消費拡大を図る。

新規 政策 20,000 0 全域

緊急雇用農業の担い手育成事業

農政課

就農希望者を対象に、市内の農園において農業技術・経営等のノウハウを身に付けさせ、実践的な就農研
修を行い農業の担い手を育成する。このため、市内の農作物・果樹類の生産及び販売業の法人に農業の実
践的研修業務を委託する。（緊急雇用対策事業により、平成２２・２３年度で実施） 新規 政策 6,641 0 全域

ふるさと雇用野菜直売所運営業務委託事業

商工課

国の緊急雇用対策として、千葉県「ふるさと雇用再生特別基金」を活用し、冷凍保存技術の研究施設を活
用した野菜等の直売所運営業務を委託し、地産地消の促進と安心安全な食材提供を行う。

新規 政策 10,299 0 中部

　５項　特色ある観光の育成と創設
新継 予算

区分 区分

利根運河交流館運営業務委託事業

商工課

国の緊急雇用対策として、千葉県「ふるさと雇用再生特別基金」を活用し、利根運河の歴史や自然環境を
紹介するとともに、利根運河交流館を市民の憩いの場や文化的施設として育み、観光振興に資する。今年
度から２年間において、社会実証実験として観光レンタサイクル事業を実施する。 継続 政策 10,068 0 北部

流山本町見世蔵プロジェクト事業

商工課

国の緊急雇用対策として、千葉県「ふるさと雇用再生特別基金」を活用し、流山本町の歴史的建造物を利
用し、観光情報の発信拠点づくりを行うほか、地場物産品や民芸品の展示販売や市民交流の場を創設し、
交流人口の増加を図るとともに、地域の活性化に資する。 新規 政策 5,028 0 南部

地域区分

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

地域区分事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額
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施策の推進方策　公・民パートナーシップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営　(行政の充実)

　１項　市民参加の地域社会づくり 単位：千円

新継 予算

区分 区分

広報発行事業

秘書広報課

平成２２年６月から「広報ながれやま」の発行を月３回とし、市の方針や施策、生活に関する情報等を市
民に周知し、生活に必要な情報を把握してもらうとともに、行政と市民が情報を共有し相互に理解を深め
る。 継続 経常 47,990 45,612 全域

市民参加条例策定事業

コミュニティ課

流山市自治基本条例が制定されたことに伴い、これをうけて市民等の市政への参加を保障するための条例
を制定するもの。

継続 政策 369 0 全域

　２項　健全で効率的な行財政運営
新継 予算

区分 区分

行政評価推進事業

行政改革推進課

平成２２年度から始まる後期基本計画の施策体系にあわせ、外部評価や施策内の庁内経営会議等の実施に
よる新たな行政評価制度を推進する。
更に、評価結果をもとに事務事業の廃止・見直し等の検討会議（事業仕分け）を実施する。 継続 政策 6,783 3,173 全域

施設予約システム運営事業

行政改革推進課

平成１６年１０月から稼動した施設予約システムの運営及び維持管理に要する経費であり、平成２２年度
は、表示画面の説明や操作案内の明確化、回線速度の向上、連続予約を同時に行えるようにするなど、利
便性の向上を図るため、システムのリニューアルを行う。 継続 政策 10,065 8,998 全域

債権回収対策事業

税制課

市税・国保料・保育料等の滞納繰越分の徴収業務を、税制課債権回収対策室で集約的に実施し、効率的な
財源確保に努める。

新規 政策 3,858 0 全域

人材育成基本方針策定事業

人材育成課

平成１７年４月に策定した人材育成基本方針を見直し、新たな人材育成基本計画を策定するものである。
地方分権の進展等により、市を取り巻く環境は大きく変化しており、さまざまな要請に対し、これまで以
上に的確かつ迅速に対応していくことが求められている。そのため、人材育成のあり方について改めて整
理を行い、さらに少数精鋭による効果的で実効性の高い人材育成の取組を進めていく必要がある。

新規 政策 1,500 0 全域

　３項　地方分権・広域行政への取組
新継 予算

区分 区分

東葛中部地区総合開発事務組合障害者支援施設
（みどり園）運営費負担事業

企画政策課

柏市、流山市、我孫子市が協力して障害者支援施設（みどり園）を共同運営し､事務の効率化を図る。

継続 経常 90,604 112,330 全域

東葛中部地区総合開発事務組合火葬場
（ウイングホール柏斎場）運営費負担事業

企画政策課

柏市、流山市、我孫子市が協力して火葬場（柏ウイングホール）を共同運営し､事務の効率化を図る。

継続 経常 53,522 45,815 全域

　４項　男女共同参画社会づくり
新継 予算

区分 区分

男女共同参画社会づくり事業

企画政策課

男女共同参画社会の推進に向け、市民及び職員等の男女共同参画意識の向上を図るため、新たに策定した
第２次男女共同参画プランに基づき各種啓発事業を展開する。また、男女共同参画審議会を開催し、流山
市男女共同参画社会の推進に反映する。 継続 政策 1,753 1,799 全域

地域区分

事業の名称 事業の内容

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額

予算額 前年度予算額 地域区分

事業の名称 事業の内容 予算額 前年度予算額 地域区分

前年度予算額 地域区分事業の名称 事業の内容 予算額
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